




























では，小腸内容から Clostridium perfringens （Cp）及び
Escherichia coli (E.coli)が全検体で有意に分離され，菌





出し，OPGは小腸で平均 1.94× 105，盲腸で 1.97×
106であった。また，検出したコクシジウムの遺伝子
検査は全て陰性であった。なお，ウイルス学的検査は
全て陰性であった。
4　まとめ
以上より本症例をコクシジウム病及び壊死性腸炎と
診断した。コクシジウムの高度寄生により腸粘膜が傷
害され，細菌が増殖しやすい状態にあったと考えられ
た。また，検出したコクシジウムは鶏と異なり，キジ
に特異的な種であることが推察された。対策として敷
料の交換，畜舎消毒等を実施したところ翌日から死亡
率は低下した。しかし，1週間後に再発生がみられた
ため，サルファ剤投与及び継続した畜舎の消毒等を実
施したところ，その後の発生はみられていない。
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